
寄付を促す仕組みにヨいて   



寄付する動機（仮説）～人はなぜ寄付するのか㈲  

泉ほ、限られた予算の申で、自分の満足度を最大化しようとする⑳  

寄付ほ、開見、直接自分の満足度を上げる経済行為ではないた鷹㌦通常で  

あれば、寄付を行おうとするインセンティブはち生まれない憶ずである。  

寄付する人間は笥存在ずる。  
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頂0のお金を使っ罵∴15の満足度を得られる商品と、5の満足度を得られる商  

品を比べ寵場合、職般には％人は15の満足度を得られる商品を選択する。  

寄矧ま恥他者に対し金品を贈る行為であるためちⅦ見も直接の満温度は低㍍  

ものぎこ封』で、お金を使うかのように思えるが、違うのではなb、か。  

限られ寵予算制約の申で、持てるお金の使い道としで寄付を選択ずる場合も  

泉ほ、他者に対しでちそのお金を贈ることを考えるのではな≪笥お金の使い道と  

』竃海最大の満足度が得られる使い道として考えでいるのではないか。  

寄付ずるとb、う選択をする≡とは、他の商品を買うのと同様曹≡喝自分のお金を  

使慧雷鳥愚衆め満足度を得られる寄付という商品を買うとb㌔う≡とではな♭ヽの3  

・∫∴うよト．，  
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どう』たら＄Åは、寄付という商品を選択するかを考えるべきではなし、か8  

寄付を魅力ある商品として受け止めてもらう雷≡は、どのような方策が考兎ら  

」るのか√、  

監長期的課題】  

0 寄付が自分の満足度を高める商品だということになるには、寄付に価値  

があるとい増意識が根付かなければならない。どのようg≡じで、意識を根付   

かせる≡とができるか。  

監短期的課題ヨ  

0 寄付を消費者の購Åずる商品だと認識した上で、共同募金など既ぎ≡ある  

寄付の仕組みにどのような工夫を加尭る≡とができるのか。  

、、－－  一山＿、．＿＿＿．V＿．＿＿仙＿．一ノノ   
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寄付を促すための長期的課題と短期的課題の関係  

【長期的課題】  

寄付意識そのもの  

を根付かせる。  
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日本における寄付  

キ慢呆淋致が文化として根付いているような諸外国に比べで、寄付する機運が  

低㍍潅いわれる日本においても、共同募金（赤い羽根）めほかにも積極的に行  

われ苦らもる寄付がある。  

日本における寄付の実例  

①盈ニセヲ（日本分）168億円（平成18年度）  

②ナ′ショナルトラストFトトロのふるさと基金」3鐘3億円（平成19年9月までの累計。）   

頂 宮崎駿監督が映画Fとなりのトトロjの構想を練った狭山丘陵を開発から守るため、皇他の買   

い取りの資金を、寄付により集めている。  

③寄付条例 全国2ヲ市町村におし1て制定（平成19年相月現叡  

・・地方公共団体が条例を制定し、条例において提示したまちづくりなどの複数ノ∴－∴l・い－i二∴紬‥．し’   

市民が自らの望む政策メニュ蜘に寄付することで、政策の実現を図るもの。市民が寄付とb、う   

形を通じて、直接政策を選択することができる。  

●●－   
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羞記の①～③に共通しているのは、自分の行った寄付が、具体的にどのよう曹≡  

役立慧のか～わかりやすく表現されていて、商品としての寄付という位置づけ  

が確竃潰れ竃いることQ  

①豊≡せヲ（日本分）  

たとえば…皆様の募金で可能な支援例  

3，000円のご支援で10人の子どもにスケッチブックと8色のクレヨンセットを提供することができます。  

5，000円のご支援でマラリアを防ぐ蚊帳を7張り提供することができます。  

1柑，000円のご支援で はしかのワクチン603回分を明達することができます。  

②ナショナブ』トラスト「トトロのふるさと基金」   

1Åが3808円をナショナルトラスト「トトロのふるさと基金」に寄付していただけたら、葉書サイズ～畳半分く   

らら㌔の土地を購Åし「トトロの森」として永久に残していくことができます。  

③寄緒条例  
寄付を行う市民が選択できるメニュ鵬。  

0 保健福祉の充実に関する事業  

◎ 呆ポMツ振興に関する事業  

0 自然環境の保全に関する事業  

＼、、言に関する事業  など  
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自分の寄付したものが、どのように使われるのか実感でき、それが自らの喜び  

となるのであれば、寄付の満足度は高まり、人が自らのお金の使い道として、  

商品としての寄付を選択しようという気持ちを起こさせるのではないだろうか√．．  
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